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研究内容　
ʲ֓ڀݚཁʳ
　৘ใηΩϡϦςΟࣨڀݚֶ޻Ͱ͸ɺ৘ใηΩϡϦςΟΛγεςϜʹ実͢ݱΔࡍɺηΩϡϦςΟΞϯ
ΧʔͱͳΔϋʔυ΢ΣΞͷ安全ੑ֬保ʹؔ͢ΔڀݚʹऔΓ૊ΜͰ͍· ɻ͢·ͨɺϋʔυ΢ΣΞΛૅج
ͱͯ͠ߏ੒͞ΕΔ্ҐϨΠϠΛؚΊͨγεςϜ全ମͷηΩϡϦςΟΛ֬保͢ΔͨΊͷڀݚ΋行ͬͯ ͍
· ɻ͢

ʲڀݚ಺༰ʳ
 ɾ࿙͍͑ి࣓৘ใʹΑΔηΩϡϦςΟ௿Լʹؔ͢ΔධՁɾରٕࡦज़ʹؔ͢Δڀݚ
　 ৘ใ୺末͔ΒੜͣΔి࣓৴߸Λ௨ͨ͡৘ใ࿙͍͑ʹΑΔηΩϡϦςΟ௿ԼͷϦεΫධՁ	ਤ1
ͼٴ

ରٕࡦज़ʹؔ͢Δڀݚ	ਤ2
Λ行ͬͯ ͍· ɻ͢
 ɾి࣓తͳ֎ཚʹΑΔηΩϡϦςΟ௿Լʹؔ͢ΔධՁɾରٕࡦज़ʹؔ͢Δڀݚ
　 ϋʔυ΢ΣΞ΁ͷి࣓తͳ֎ཚʹΑΔηΩϡϦςΟ௿ԼͷϦεΫධՁٴͼରٕࡦज़ʹؔ͢ΔڀݚΛ

行ͬͯ ͍· ɻ͢
 ɾ಺෦ճ࿏ͷҙਤతͳվมʹΑΔηΩϡϦςΟ௿Լʹର͢ΔධՁɾରٕࡦज़ʹؔ͢Δڀݚ
　৘ใثػͷ಺෦ճ࿏Λҙਤతʹม͢ߋΔ͜ͱͰ実૷͞ΕΔϚϧϋʔυ΢ΣΞʹΑΔηΩϡϦςΟ௿

ԼͷϦεΫධՁٴͼରٕࡦज़ʹؔ͢ΔڀݚΛ行ͬͯ ͍· ɻ͢
 ɾ৘ใཧ࿦తʹ安全ͳൿີڞݤ༗ͷ࿮૊Έ΍ϓϩτίϧͷ։ൃ
　 3S"ެ։҉ݤ߸΍"&SϒϩοΫ҉߸ͳͲͷΑ͏ʹࢉܭͷ೉͠͞ʹ安全ੑͷࠜڌΛஔ͜͏ͱ͢Δ҉

߸ํࣜͱ͸一ઢΛը͘ڀݚετϦʔϜͰ͋Δ৘ใཧ࿦తʹ安全ͳ҉߸ϓϩτίϧͷڀݚΛ行ͬͯ ͍
· ɻ͢

 ɾ大ن໛ి࣓քγϛϡϨʔγϣϯʹؔ͢Δڀݚ
　 ࿙͍͑ٴͼ๦࣓ి֐೾ʹΑΔ৘ใηΩϡϦςΟ௿ԼͷϝΧχζϜղ明ٴͼثػͷઃܭஈ֊ͰͷϦ

εΫධՁΛ行͏ͨΊʹඞཁͱͳΔ大ن໛ి࣓քγϛϡϨʔγϣϯʹؔ͢ΔڀݚΛ行ͬͯ ͍· （͢ਤ
3）ɻ

 ɾ৘ใ௨৴γεςϜͷ৴པੑʹؔ͢Δڀݚ
֎తͳؾ఺͔Βి࣓৴߸ͷ࿙͍͕͑গͳ͘ɺి࣓؍ͷֶ޻σόΠεߏػͼٴ
C.&	ֶ޻࣓ిڥ؀ 　

ཚʹ΋଱ੑͷ͋Δ৘ใ௨৴γεςϜΛߏ੒͢Δثػͷઃܭख๏ʹؔ͢ΔڀݚΛ行ͬͯ ͍· ɻ͢

研究設備
　ϋーυウェΞセΩϡリティ評価用プラットフΥーム、オシロスίープ、スϖ
クトラムΞφライβ、೚意ٴͼύϧス信߸発生ث、֤種高प೾プローϒ、ι
フトウェΞແ線、࿙͑い電࣓քシミϡϨーションιフトウェΞなどを用いて
ϋーυウェΞセΩϡリティ評価・対策技術の研究開発を行っています。

研究業੷・共同研究・ࣾձ׆ಈ・外部資金など
ʲ共同研究ʳ
・国内共同研究先：౦๺大学、電ؾ通信大学、ਆށ大学、ԣ඿国立大学、産業技術૯合

研究所など
・国֎共同研究先：,6 LeVWen(ϕϧΪー )、TeleDom 1arisTeDh(フランス)、 .issoVri 

6niWersitZ oG SDienDe and TeDhnoloHZ(Ξメリカ)など
ʲ֎෦ࢿ金ʳ
・จ෦科学ল・୎ӽ研究員事業
・戦略的研究推進事業C3EST
・日本学術ৼڵ会・科学研究費ॿ成事業：基盤研究(A)(୅ද)、基盤研究(B)(୅ද)、基盤

研究(B)(分୲)
・NEDO・IoT推進のためのԣஅ技術開発プロジェクト
・NEDO・戦略的イϊϕーション創造プロάラム(SI1) ʗ重要インフラ౳におけるサイόー

セΩϡリティの֬保
・セίム科学技術ৼஂࡒڵ・一ൠ研究ॿ成

ࣾձج൫をࢧえるηΩϡϦςΟ技術を開発しよ͏

研究を始めるのに必要な知識・能力
　研究室にೖってから必要となる知識はྠߨなどを通じて身に෇けるので、研究を始めるのに必要となる۩体的な知識や能力はಛにあ
りません。୅Θりに「˓˓なシステムのセΩϡリティを֬保したいʂ」というڧいࢥいとやるؾのある学生さんは大ܴ׻です。

研究室の指導方針
　学生のテーマ決めは学生と教員がదٓ૬ஊしながら行います。基本的には学生がر望する内༰取り組める様にテーマを設ఆします。
また、研究室では主にϋーυウェΞセΩϡリティに関する研究を行いますが、研究室の教員が参画する実ફセΩϡリティਓ材ҭ成ίース
(SeDCap：https://www.seDDap.jp)などを通じて、物理૚からΞプリέーション、法੍度など幅広いセΩϡリティ知識を習得し、シ
ステム全体およͼར用ܗ態を၆ᛌすることで、ϨイϠをॎஅした最దなセΩϡリティ対策を実ࢪできるਓ材をҭ成することを目ࢦしてい
ます。

この研究で身につく能力
　プロάラミンάྠߨ、҉߸ΞϧゴリζムのϋーυウェΞ実૷ԋ習、サイυチϟωϧ情報ܭଌ・解ੳԋ習などを研究室にೖった学生全
員に実ࢪしており、こうしたྠߨ・ԋ習を通じて、ιフトウェΞٴͼϋーυウェΞのプロάラミンάスΩϧや実૷を行うΞϧゴリζムに関
する知識を身に෇けることができます。さらに、ϋーυウェΞܭଌٴͼܭଌ情報をॲ理するために、さまざまなܭଌثの࢖用法とその
。学に関する知識を身に෇けることができますܭଌ信߸をॲ理するための౷ܭͼٴ理ݪ

修了生の活躍の場
　研究室で身に෇けた実ફख的なセΩϡリティスΩϧを生かす場としては、通信インフラやセΩϡリティ関連企業、シンクタンクを含む
情報通信業、電機メーカーや自動車メーカーなどを含む製造業に主に活躍の場があるとࢥいます。また、セΩϡリティの֬保は多くの
業種でٻめられていますので、上ड़の業種にݶらず活躍の場があるとࢥいます。

ਤ̍　ϞόΠϧ୺຤ʹର͢Δి࣓೾Λ
　　　հͨ͠৘ใ࿙͍͑ͷϦεΫධՁ

ਤ̎　࿙͍͑ి࣓೾Λ௨ͨ͡৘ใ࿙͍͑
　　　ͷରٕࡦज़ͷ։ൃ

ਤ̏　େن໛γϛϡϨʔγϣϯΛ༻͍ͨ
　　　৘ใ࿙͍͑ܦ࿏ͷՄࢹԽ
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